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「集団強姦事件の犯人を絞首刑にせよ」という落書き（2013 年 10 月、デリーで著者撮影）。
重大な社会問題が公共的議論の対象にならないのは、確かに憂慮すべき事態であるが、公共
的議論が行われさえすればよいという訳ではない。例えば、2012 年 12 月に起きた集団強姦
事件をめぐっては、メディアの報道やデリーを中心とするインド各地でのデモ活動などで、
犯人に厳罰が下されるかどうか（つまり、死刑になるかどうか）に大きな焦点が集まる一
方、インドにおける深刻な女性差別といった根本的な問題には比較的関心が払われなかっ
た。しかし、この事件の犯人を処刑したり、性犯罪者に厳罰を課すような法律を設けたりし
たところで、問題が解決される訳ではない。
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